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テーマ解説

図-1　建築防災計画評定の審査フロー（本委員会） 図-2　建築防災計画評定の審議ケース別割合

長野　誠 *1 

1．はじめに
建築防災計画評定（以下、防災評定）は、1981年よ

り建設省住宅局（現国土交通省住宅局）による「防災計
画書の作成に関する通達」によって定められ、個別の建
築物の計画条件に即した総合的な防災計画策定を目的と
した建築基準法+αの行政指導が全国で実施されていた。
現在では大阪府を始めとした関西圏を中心に、限られた
地域での行政指導となり、当法人では2000年より行政
庁からの指定を受け防災評定事業を開始している。

本稿は、約20年間実施してきた防災評定業務をより
効率的に審査することを目的とした新制度である「小規
模共同住宅委員会」の導入について紹介するものである。

2．防災評定について
2. 1　防災評定の審査の流れ

防災評定の審査の流れ（番号は図-1中の番号に対応）は、
まずは①行政（消防+特定行政庁）とGBRC事務局が並
行して資料下見を行い、その後に行政による経由印を押
印した申込書を以って②防災評定の申込み（受付）を行
う。その後は防災評定委員による③評定専門部会、④評
定委員会（受付）での審査という順番で審査が進められ、
審査終了後には成果物である評定書の発行を行うといっ
た流れで業務を行っている。なお、上記の流れは、図
-1におけるケース1の場合を示しており、大規模複合施
設や医療施設などといった防災計画上の検討事項が多い
建築物（図-2）については、ケース2のフローとなる場
合がある。ケース2は、④評定委員会（受付）まではケー
ス1と同様であり、その後により詳細な審議を行うため
の⑤専門部会、⑥評定委員会（報告）が追加実施される
形となっている。

建築防災計画評定委員会
における小規模共同住宅を対象とした
新制度導入について
Announcement on the introducing new institution limited to small scale apartment 
of disaster prevention committee for building in GBRC

*1　NAGANO Makoto：（一財）日本建築総合試験所　建築確認評定センター　建築確認評定部　性能評定課　
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表-1　用途別のGBRC防災評定件数

3．小規模共同住宅委員会について
3. 1　ご利用者アンケート実施と要望事項の抽出

2020年5月より新制度として実施している「小規模共
同住宅委員会（以下、小規模委員会）」の設置検討にあ
たって、まずは2019年にご利用者アンケートという形
式で防災評定業務のご利用者に対して意見聴取を行った。
その際「委員会を月2回開催としてほしいですか」とい
う質問項目では回答者の7割の方々にご希望いただいた。
これは厳しい設計工程の中、申込み時期が増えることで
着工（竣工）までの工程管理の自由度がこれまで以上に
高まるなどの効果が期待されたと考えられる。そのため
従来は毎月下旬に1回のみの開催であった委員会日程を
追加する方針とした。

3. 2　技術的・制度的な整理
前節のアンケート結果より委員会日程を追加すること

となったが、当法人の防災評定物件の約7割が共同住宅
であることなどを勘案して、追加する委員会では「防災
上の検討事項が少ない小規模な共同住宅のみ」を審査す
ることとした。主な条件は下記に示すとおりである。ま
た、そのプラン例は図-3に示す。
・主 要 用 途 ：  限られた人数かつ避難経路を理解して

いる住民が主な避難者となる「共同住
宅」が該当。

・物 件 規 模：  建築物の高さや平面的な面積を限定す
るため「1階段のみ（各階居室面積
200m2以下）」「非常用EVの設置なし

（15階建以下）」「特別避難階段の設置
なし（各階100m2区画）」の物件が該当。

・防火防煙区画：  各住戸と避難経路の間が防火区画を形
成できている物件が該当（ただし建築
基準法や消防法などで該当部分の区画
が必要となることが大半）。

・排 煙 設 備：  避難経路である各階廊下が「開放廊下
型」または「適切に自然排煙窓が設置
された中廊下型」のみが該当。

・避 難 経 路：  隣戸への避難が可能となるように「バ
ルコニーが2戸以上連続」かつ原則と
して「避難ハッチが端部住戸」に設置
されている物件が該当。

・消火消防体制：  円滑な消防・救助活動のために「おお
よその階にはしご車架梯可能」または

「破壊仕様の玄関扉を設置」のいずれ
かが該当。

2. 2　防災評定委員会での審査事項
防災評定委員会（以下、委員会）では「防火防煙区画」

「排煙設備」「避難経路」「消火消防体制」の4点が主な
審査事項となっており、これらが適切に計画されている
かを中心に、対象となる建築物の避難安全性について審
査を実施している。
・防火防煙区画：  避難経路に面する部分などの防災上重

要な箇所が適切な区画となっているか
について審査（特に煙が拡散しやすい
吹抜け部分は重点的に審査）。

・排 煙 設 備：  避難経路などの防災上重要となる箇所
の排煙設備の配置や形式が適切である
かなどを審査。

・避 難 経 路：  居室や廊下からの二方向避難経路が実
態として適切に確保されているかなど
を審査。

・消火消防体制：  物件の規模や用途に合わせて、適切な
初期消火・避難誘導体制、また円滑な
消防活動が可能かなどについて審査。

上記の審査項目については、一般的に建築基準法で求
められる性能以外に例えば「4層吹抜けの最上部には竪
穴区画の防火シャッターに加えてガラススクリーンを併
設」「消防活動拠点となる防災センターに自然排煙設備
を追加」「廊下の行き止まり部分に避難バルコニーを追加」

「事務所ビルの機械警備を夜間のみから24時間体制に変
更」などの性能を求められる場合がある。

2. 3　GBRCにおける防災評定実績
当法人における防災評定委員会では、防災評定が必要

となる基準の高さである31ｍ程度の共同住宅から大規
模複合施設まで様々な規模や用途の建築物の審査を実施
しており、事業開始の2000年から現在（2021年8月）ま
での21年間で計1187件の評定を実施している。その用
途別の内訳を表-1に示す。
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表-2　委員会別委員指摘項目数および評定書発行期間の比較

図-3　小規模委員会で審査可能なプラン例（開放廊下型）

4．おわりに
本稿では、顧客要望アンケートの結果に基づいて開始

した新制度である小規模委員会について紹介した。実際
に小規模委員会を利用された方々からは「審査資料の
ペーパーレス化」や「委員会出席不要」などについてご
好評の声を多く得ている。

今後ともより良い制度の検討や仕組みの見直しに努め
たい。

最後に普段より当法人の防災評定のご利用者様に誌面
を借りて御礼申し上げます。

【参考文献】

1）  新・建築防災計画指針－建築物の防火・避難計画の解説書－，
（財）日本建築センター，1996.

【執筆者】

3. 3　新制度導入によるご利用者のメリット
前節のとおり小規模委員会で審査可能となる物件は、

小規模かつ防災上安全側となるいくつかの条件を満たし
たものになる。そのため従来の月下旬開催の委員会（以
下、本委員会）と比べると審査の簡略化が可能であり、
月上旬開催の小規模委員会では「委員会への設計者出席
不要（事務局が委員会での説明を代行）」「受付および委
員会資料のデータ提出（ペーパーレス化）」を可能とした。
また小規模委員会で審査可能な物件であっても、月下旬
開催の本委員会で審査することも可能であり、実質的に
小規模委員会に該当する場合は月2回の委員会審議の機
会があることになる。参考に新設した作用規模委員会に
ついて周知するために作成した案内パンフレットを図
-4～5に示す。同資料はメールマガジンでの配信や郵送
を行い、さらに希望されるご利用者には訪問説明やリモー
トによる説明も実施させていただいた。

また小規模委員会での審査実績は、制度開始（2020

年5月）から現在（2021年8月）までで計20件となって
おり、約4件に1件の割合で小規模委員会での審査を実
施している。また小規模委員会での審査とした場合は「委
員会指摘項目数」および「委員会～評定書発行までの期
間」がいずれも本委員会での審査と比較して半分以下と
なっており、従来よりスムーズな審査が可能となってい
る（表-2参照）。

*1　長野 誠
（NAGANO Makoto）
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①評定委員会の審査チャンスが増えます 月 回 ！！

②設計者の委員会出席が不要に！！

③審査資料は全てペーパーレス化！！

月下旬の確認申請本受付
にも、評定書が間に合う
ようになりました！！

■小規模委員会審査のメリット

小規模な共同住宅に限り、小規模委員会と本委員会の
どちらでも審査が可能となります。

◎申請スケジュールが調整しやすくなりました！！

小規模委員会では、設計者の出席が不要となります。

◎委員会出席の手間が省けてラクチンに！！

本委員会の審査資料は紙資料 部が必要ですが、
小規模委員会ではデータ送付のみでＯＫとなります。

◎紙資料の印刷を省力化！！

【委員会】

小規模委員会での案件
説明は事務局が代行！！

事前審査・小規模
委員会の必要資
料は、メール

で送付ください。

※必要資料の詳細は裏面に記載

※ ：小規模委員会で審査対象とする条件
①主要用途が共同住宅であること（民泊は除く）
②小規模な物件であること
③避難経路の安全性が十分に確保された計画であること
④消防活動に配慮された計画であること
より詳細な条件については、事務局までご相談ください。

※2：毎月の委員会日程が異なるため、この期間は月によって変動します。

本委員会でも審査することが可能
ですが、紙資料の提出や委員会
出席が必須となります。申請スケ
ジュールに合わせて、審査する
委員会をご選択ください。

委
員
会
指
摘
ま
と
め

設
計
者
作
業

小規模委員会で審査※1すると、 つのメリットがあります！

毎月下旬開催の本委員会
にて事前審査 下見

防災計画書 部
委員会資料 部

図-4 小規模委員会案内パンフレット（表面） 
図-4　小規模委員会案内パンフレット（表面）
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図-5 小規模委員会案内パンフレット（裏面） 
 

■小規模委員会に必要な提出資料

事前審査（受付）時

小規模委員会時

・事前審査資料は事前審査日の前日ＡＭ中までにメールでご提出ください。
・申込書は事前審査日の前日ＡＭ中までに原本を当法人までお持ち込みください。

建築概要
（管理人の在室時間も記載）

敷地と道路図
（はしご車の架梯範囲も

文章で記載）

設備機器一覧表

事前審査資料は紙資料
ではなくデータ送付で
ＯＫです。

各階区画図各階区画図各階区画図

申込書

経
由
印

①

②

部

申込書には、特定行政庁
の経由印が必要です
（委任状は不要です） 委任状

・防災評定申込書は、
のＨＰよりダウンロードできます。

防災計画書一式
（②の修正を反映させたもの）

消防意見書

③

②

事前審査時の
質疑対応資料

（修正部分には赤囲い）

委員会資料も全て
データ送付でＯＫ！！
ペーパーレス化を行いま
した！！

・小規模委員会資料は委員会日の前日ＡＭ中までにメールでご提出ください。

①

経過報告書
（事前審査時の
質疑回答書）

図-5　小規模委員会案内パンフレット（裏面）


